市有財産有償貸付契約書第８条に規定する別に定める方法

（自動販売機で使用する電気料金について）
契約書第８条（電気料金等の支払）の別に定める方法について、算出方法や徴収時期は、原則次のとおりとする。

【電気料単価（１kwhあたり）及び電気料の算出方法】
自動販売機にかかる電気料については、次の方法で算出した１kwhの単価に電気使用量を乗じて算出した額とする。
（算出方法）

各施設の前年度の年間電気料金額を基に、その金額を前年度の電気使用量（kwh）で除して、円単位未満は切り捨てた金額を単価とする。
(上記、算定ベースは、前年度4/1から3/31までに使用した電気とその分に対応した支払金額とする。)
この単価に、下記で確定した電気使用量を乗じて電気料を算出する。
【電気使用量の確認・確定】
各自動販売機に設置された専用メーターを市職員が確認し、電気使用量を確定する。

【電気料徴収の時期】
年２回とし、４月～９月分の電気料は９月３０日に専用メーターを検針し１０月末日までに、１０月～翌３月分までは３月３１日に検針し４月末日までに支払うよう請求するものとする。(R4年度の4月～9月分までは9月30日に検針し、10月28日までに支払うよう請求)
　なお、上記で定めた検針日が閉庁日又は閉館日の場合は、その翌開庁日、開館日を検針日とする。
	契約書の記載
（電気料等の支払）

第８条　借受人は、本契約に基づき設置した自動販売機には電気の使用量を計る専用メーターを設置するものとする。

２　貸付人は、別に定める方法により電気料を計算し、速やかに借受人に納入通知書を送付するものとする。

３　借受人が、水道を使用する場合は、前項の納入通知書に水道料金を加算するものとする。
４　借受人は、第２項の納入通知書に定める日までに貸付人に電気料等を支払わなければならない。


